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私自身が思っていること，考えていることをつぶやきたいと思います。 

初　詣 

　　　               
　今年も半月になりました。一年を振り返り， 

やり残したこと，達成していないことはありま 

せんか。今,悔やんでも時は進んでいます。その 

ような人は，気持ちを切り替え,来年に向けてス 

タートしましょう。 

　さて，皆さんは初詣に行きますか。初詣に行く人は，何をお願
いしていますか。自分が上手くいくことだけをお願いしていませ
んか。お願いもですが，是非，神社にお礼を言ってほしいと思い
ます。「見守ってくれてありがとうございます」と。そして，自分
の願い事と同時に，次のような言葉も添えられると素晴らしいで
す。「自分の願い事が叶うように努力しますから，ふさわしい力が
発揮できるように応援してください」と。 
 

　喜多川さんの小説（「秘密結社Ladybirdと僕の6日間」）で登場人
物の作文として紹介された次の一説があります。 

「僕は，正月になると神社で毎年お願いをしていることがある。
それは，『僕は努力する。だから，それにふさわしいものを与えて
ください』という言葉だ。それ以上でも嫌だ。それ以下でも嫌だ。
自分の努力にふさわしいものが，自分の将来に手に入るそんな生
き方をしたい。」 
 

　この文章を読んでハッとしませんか。よく「苦しい時の神頼み」
という言葉があります。今までの自分の努力が足らないのを棚に
上げて，願いが叶うことばかり望んでいなかっただろうか。どう
やればできるのかを考えて実行しようとせず，取り組む前からで
きない理由ばかりを並べて逃げていなかっただろうか。冷静に自
分自身を振り返った時，愚痴ばかり言っていないだろうか。 

　そして，願いが叶わない原因を，周りの環境や他の人のせいに
しているとしたら，とても恥ずかしいことです。 
 

　よく，「嘘をつかないようにしよう」と道徳の時間だけではなく，
生活のいろいろな場面で人に言われます。私は，誰かに対して嘘
をつかないのはもちろん，自分自身にも嘘をつかない人になって
もらいたいと思います。 

　つまり，自分で立てた約束（目標）を破らない人を目指してほ
しいのです。 
 

　一年の始まりの決意表明ともいえる「初詣」。お願いごとをする
ときにそこへの努力も約束する。その上で，「応援」という形でな
ら，神様も「力添え」を考えてくれるかもしれません。前向きに
頑張りましょう。 

　皆さんにとって，新年が素晴らしい年でありますように。 


